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愛知教育大学での外国人児童生徒支援の活動
は今から約10 年前から始まりました。平成 15 年
頃から、日本語教育を専攻している学生が中心と
なり、ボランティアで近隣の小中学校を訪問し、日
本語指導や教科指導を行い始めたのが支援活動
の始まりでした。平成 17年から平成 19 年度の三
年間、文部科学省の現代的教育ニ ズー取組支援プ
ロジェクト（現代 GP）が採択され、ボランティア
派遣だけでなく、教材開発、調査研究などの積極
的な取り組がなされるようになりました。外国人児
童生徒支援リソ スールーム（以下、リソ スールーム）
が設立されたのもちょうどこの頃で、現在に至るま
で本格的な支援活動に取り組んでおります。今回
は、リソ スールームでの取り組みの中で、主に学生
ボランティア派遣についてご紹介したいと思います。
愛知教育大学では近隣の５市の教育委員会と覚
書を交わし、財政的な支援を受け協力体制を築い
ています。各教育委員会からいただいているお金
は、主に各市の公立小中学校に在籍している外国
人児童生徒への支援に使われます。具体的にはリ
ソースルームにボランティア登録している学生が、
外国人児童生徒の在籍している学校へ支援に行く
際の交通費、教材費などにあてられます。リソ スー
ルームには約190人の学生がボランティア登録をし
ています（2013 年 1月末現在）。ボランティア登録
をしている学生達が、授業の合間を縫って支援活
動にあたっており、この活動の流れは、次のような
流れで行われています。
①学生派遣希望校が派遣依頼書を教育委員会に
提出
②教育委員会がリソ スールームに派遣依頼書を送付
③ボランティア登録している学生の中からマッチン
グ作業を行い、派遣学生を決定
④派遣希望校での初回打ち合わせ（リソ スールー
ムのスタッフが学生に同行）。
⑤支援スタ トー。
以上のような流れで各学校にボランティア学生が
派遣されます。一見単純な流れのように見えますが、
多くの問題が存在します。ボランティア学生は、授
業の空き時間を利用して小中学校での支援を行う
ことになるため、授業の空き時間の中で往復にか
かる時間と派遣時間が十分に取れている学生を登
録者の中から探す必要があります。専攻、学年、
授業の空き時間、交通手段、居住地域などを考慮
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らもあると、どんな支援をしていくべきなのか考え
る上でも、ニ ズーがあることを知ってもらう上でも、
役立つのではないかと思います。
50 代・ボランティア
　自分も日本国籍の外国人だったし、差別や日本語
の理解の問題もあったが、学校で部活や学習を通じ、
自分を理解してくれる友人もできた。自分も、学校教
育・社会教育などを通じ、日本の社会に貢献したい。
20 代・学生
　「多言語による高校進学ガイダンス」をもっと、
広報した方がいいと思います。先日、スペイン語圏
から来た中 2の子どもを持つ親と話をする機会が
ありました。高校進学について情報を知りたがって
いたので、ガイダンスの話をしたら、｢そんないいも
のがあるのね｣ と喜んでいました。
30 代・教諭
　当時、HANDSプロジェクトについての認識がな
く、担当していたある外国籍の中 3 生に対しての指
導が今となっては悔やまれてなりません。学ボラ派
遣事業、進学ガイダンスともに周知され、現場であ
る学校でさらに活用されることを願います。
20 代・学生
　第 1部の 3人の学生発表者は、自分が真剣に悩
んだこと、考えたこと、悩まされたことを多くの人々
の前で話せるようになるのは、時間も労力も勇気も
必要だったと思う。その中で、多くの心の奥の奥ま
で話してくれたことに感謝します。
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して適した学生を見つけます。残念なことに、せっ
かく派遣依頼書が届いても、適した学生が見つか
らずに派遣できないこともあります。一校でも多く
の学校にボランティア学生を派遣できるよう、常に
学生に呼びかけてボランティアを募集しています。
また、リソ スールームでは、ボランティア登録し
ている学生に対して、研修会や相談会、勉強会、
見学会などの機会を提供しています。毎月の交通費
申請に来た時の面談、希望する学生には指導案や
使用教材の相談などにもスタッフが対応し、ボラン
ティア学生の支援活動をきめ細かにサポ トーしてい
ます。このようなリソ スールームでの活動は決して楽
なものではありません。スタッフ全員が協力し、チー
ムワークがこの活動を支えています。教員養成系大
学である愛知教育大学では、在籍する学生の多く
が将来教壇に立つことになります。こうした将来教
員となる学生が、大学在籍中に外国人児童生徒の
支援に携わるという経験は、将来教員になった時
に必ず活かされると思います。外国人児童生徒支
援への一番の近道になるのではないでしょうか。こ
のような希望をもち、リソ スールームでは学生ボラ
ンティア派遣の活動を行っています。
1月28日に第 3 回の協議会を開催しました。県
内 9市 1町から19 名の方にご出席いただきました。
これまでの協議会で最高の出席者数となりました。
改めて感謝申し上げます。
3つの話題について報告しますが、「多言語によ
る高校進学ガイダンス」については実に様々なご意
見が出されましたので、やや詳しく紹介します。
1つ目は、中学卒業後の外国人生徒の進路調査
です。関係者皆様のご協力を得て過去 2回実施す
ることが出来、2 年間で 269人の卒業生の進路を
把握することが出来ました。栃木県県総合教育セ
ンターが毎年県内すべての卒業生の進路先につい
て調査をしていますが、その結果と比較しますと、
外国人生徒の高校進学率は 20% 程度低く、進学
先では定時制高校に進学する割合が少し高いとい
う特徴が明らかになっています。また、外国人生
徒の母語別状況では、南米系生徒（特にポルトガ
ル語を母語とする生徒）の進学率が低い結果が出
ています。この調査の結果は本プロジェクトの刊行
物である『必携』でも報告していますが、昨年は ｢
外国人生徒の高校進学問題－入試配慮に焦点を当
てて－｣ との題目で、『理論と動態』（特定非営利活
動法人　社会理論・動態研究所、第 5号　2012
年 10月）に発表しました。この調査は全国的にも
注目されています。また、国際学部が刊行している
『研究論集』（2013 年 1月）にも内容をコンパクト
にスペイン語でまとめて発表しています。この 3月
から 4月にかけて 3回目の進路調査を実施します。
今後は他県との比較も念頭に置いて、特に近隣で
ある茨城・群馬についても調査することを構想して
います。外国人生徒の高校進学問題についての体
系的な研究を進めていきたいと考えています。
2 つ目は、「多言語による高校進学ガイダンス」
についてです。今年度は本学で1回実施したほか、
真岡市、大田原市、小山市でも開催しました。3
年間で 7回開催したことになります。HANDSとし
ては、本学開催の他、市域でのニーズに応えられ
るよう地域での開催を今後も実施していきたいと考
えています。協議会では、ガイダンスのあり方につ
いて様々なご意見が出されました。以下、いくつか
紹介します。
「栃木県の県立高校の入試で現在の推薦入試が
平成 26 年度から特色選抜になるなど変更点がある
ので、ガイダンス資料についての改訂が必要になる」
第3回外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会報告
国際学部教授
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